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1　緒 言
　洗たくにより，あるいはそのすすぎにより界面活性剤が各種繊維にどの程度吸着し，あるいは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）脱着するかについては多くの報告が見られる。しかしこれらは残浴からの定量による結果がほと
んどである。ここでは特殊な繊維にしか該当しない方法ともいえるがエチルメチルケトンにアセ
テートが溶解し，界面活性剤（ここではラウリル硫酸ナトリウムを使用し，以下SDSと略記す
る。）が不溶であり，かつエチルメチルケトンは水との相互溶解度が小さいことを利用し，アセ
テート繊維に吸着したSDSを水溶液中に抽出して，この定量がどの程度可能なのかについて実
験を試みた。そしてこの方法を用いてSDSの吸着したアセテートを肌着にぬいつけ着用前後の
SDSに変化が現われるのかどうか，また紫外線を照射するとどのようになるのかなどについ
て調べた。
ll実　験　方　法
（1）SDSのアセテートへの吸着
　SDSはブタノールにより再結し，融点176～184℃範囲のものを使用した。予備実験の結果，
繊維へ吸着させ，すすいだ後でも本実験方法で定量可能にするためにはSDSの濃度，温度，漬
浸時間を考慮する必要があることが判明し，40℃で0．2％溶液として3時間アセテートを浸漬さ
せた。その後ため水方式で2分間のすすぎを水をかえて3回繰返し，乾燥させて実験に用いた。
（2）定　量　方　法
　エチルメチルケトソ（試薬特級を使用）と水との相互溶解度が問題となるがエチルメチルケト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）ンは水を9．9％溶かし，水に22．6％溶けるといわれる。このようなことから両者を混合振とうし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）て静置させて水層を分離させてもエチルメチルケトンが溶け込み，かつ繊維が混入し，Epton法
でSDSの定量に支障を来たすことが考えられた。またEpton法でのアニオン定量では濃度が
低下すると低い結果を与えるともいわれている。前者については予備実験から，沈殿物が生じた
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場合は濾過し，同一条件での溶解，抽出法をとればエチルメチルケトンの水層への溶けこみ分を
ある程度無視してEpton法で定量可能であると推察された。まずエチルメチルケトソ100ccを
分液ロート中に入れ既知量のSDSを投入振とうさせ50ccの脱イオン水を加え充分振とう後24時
間静置して水層を分離させた。この水層を採り出しEptorl法でSDSを求めた。このような操
作，測定をSDSの投入量を10，25，50，100，150mgと変えて行い，この実濃度と測定値との間
にどんな関係が得られるかについて調べた。また上述のエチルメチルケトソにアセテートを溶解
させると共にそこにSDSを混入させて同様な実験を行い，この場合のSDSの実濃度と測定値
との関係を検討した。もしここに一定の関係が成立するならばアセテートを溶解させることによ
りそこに吸着しているSDS量を知り得るものと考えた。前記抽出の場合一回では不充分である
ことがわかり2回繰り返した結果について検討した。
（3）露　光　試　験
（1）で処理したアセテートをXW－20型島津製セノソテスター及び島津製アクメフェードテスタ
ーを使用し，一定時間露光して吸着SDSに変化が現われるのかどうかを（2）の方法によって調べ
た。
（4）肌着への添付着用試験
　（1）で処理したアセテートをIOcm×10cmとし，婦人用肌着の胸部と背部に相当する内側部分に縫
いつけ，学生5人に48時間着用試験を依頼した。　（なお着用前に風呂に入り連続48時間の着用と
した。）着用後アセテートを取りはずし，（2）の方法によってアセテートに吸着していたSDSに
変化が生ずるものかどうか調べた。なお5人の学生はいずれも標準サイズMを着れる似た体格の
者である。また時期は11月下旬と12月中旬の2回にわたって実施した。
（5）摩　擦　試　験
　実験方法（2）で処理したアセテートを未処理のアセテートを基布にして学振型摩擦堅牢度試験器
を用い，200回の摩擦を繰り返した。この操作によりアセテートに吸着しているSDSに変化が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L生ずるかどうか前述の定量法によって調べた。
皿　結果及び考察
1　測定値と実濃度の関係について
　精製したSDSを用い0．02，0．05，0．10，0．15，0．20％の溶液を調製（これを実濃度とする。）
し，Epton法によって測定した結果を測定値として両者の関係をプロットして第1図に示した゜
　測定値の方が実濃度より低い値を示しているものの両者の関係はほぼ直線となり比例してい
る。これらの関係が1：1の対応を示さないことはSDSの純度や一般にいわれているこの
Epton法での低濃度側で低い結果を与えることなどが影響しているものと思われる。次にSDS
を上と同じ濃度に調製し，実験方法の項で述べたようにエチルメチルケトソと混合静置後水層中
のSDSを定量し，この測定値と実濃度の関係を第2図の実線で示した。またエチルメチルケト
ンにアセテートを溶解させた状態から同様の操作を行なった後の水層中のSDSを定量した結果
については同図の破線で示した。
　このことより少なくともアセテートが溶解したことによるSDSの定量に際しての妨害はほと
んどないものと考えられた。また水層には若干のエチルメチルケトソが溶解すると共に微量のア
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第1図　実濃度と測定値の関係（普通の場合）
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第2図　SDS実濃度と測定値の関係
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セテートも溶解混入してくることになるがこれは定量上それほど問題になるとは考えられなかっ
た。ただSDS濃度が低く，そのままでは定量がむずかしい試料では濃縮により定量可能な濃度
としたがこの濃縮により水溶液中に，エチルメチルケトンの蒸発と共にアセテートの沈殿が生ず
る傾向が見られた。このため，これらについてはガラスフィルターにより濾過し，濾液を用いた。
しかし全体的にどの濃度でも水との相互溶解性によるエチルメチルケトンの混入と，これに伴う
アセテートの混入から定量に際してのカチオン活性剤滴下による水層とクロロホルム層の色相の
一致点は普通の場合の水層とクロロホルム層の場合の如く明瞭には現われず，試料によってはク
ロロホルム層の下部に沈殿が生じるものも見られた。以上のようなことから第2図の如く原点を
通っていないこと，さらに測定値が実濃度より第　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3図　SDS実濃度と測定値
1図で見られる以上に低い結果を示したものと推
察される。しかし以上のことにかかわらず測定値
と実濃度の間に直線関係y＝ax十bが成立してい
ることは，この方法によって測定値を得れば実濃
度を推定できることを示唆するものと考えられた。
また第2図のように原点を通っていないことにつ
いては低濃度側に問題があると考えられたので，
この点を考慮して測定した結果を第3図に示した。
　これはアセテートを溶解させて水層を抽出させ
た時の結果であり，低濃度側のみをプロットする
と直線かつ原点を通り，実濃度と測定値が比例関
係を示した。しかし勾配が大きいことから低濃度
側では高濃度側よりさらに実濃度と測定値の対応
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関係にひらきがあらわれる結果を示した。これより第2図の原点を通らなかったことはこの低濃
度側により大きな測定値の誤差が生じることによると考えられた。しかし以上のような結果に基
づき測定値から実濃度が推定し得ると判断し，特に低濃度では第3図を利用することとして次の
実験を進めた。
2　露光によるSDSの変化について
　実験方法（2）で処理したアセテートをアクメ槌色試験器及びキセノンテスターにより露光し，吸
着しているSDSに変化があるのか，もし変化があるとすればそれをとらえることができるのか
などについて調べようとした。第4図に露光時間と吸着量の関係を示した。また露光前の吸着量
をもとにした減少率で露光時間変化を第5図に示した。なおアクメ槌色試験器ではキセノンテス
ターの場合と同一時間露光することはSDS定量において不可能であることがわかり短時間とし
た。露光しない原布についてSDSの吸着量を残浴から測定した場合とこの直接溶解法により第
3図を利用した結果とは一致せず，後者の吸着量が低く現われるようであった。これはアセテー
ト溶解時のSDSの脱着が不充分となることから生ずるものと考えられた。
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第4図露光時間と吸着量の変化
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第5図露光時間による吸着量の減少率
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　また第4図に見られるように同一条件であっても同一浴内で処理しなかった試料ではSDSの
吸着量にかなりちがいが表われるような結果を示した。しかしこれらのことを考慮しても，光源
の種類によらずSDSの吸着量が時間と共に減少する傾向を示した。実際SDS自身が紫外線に
より変化して減少するのか，定量上妨害物が生じて減少するのかについてはさらに追試を行なっ
て究明していかなければならない。しかし少なくとも第4図は露光時間の増加にともなってSD
Sが減少していくことを示し，次項の結果の如き摩擦によってもSDSの変化が生じないことか
ら光照射によるSDSの脱落によることは考えられないようである。1また2種の試験機ではアク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）メ槌色試験器の方が同一露光時間ではより繊維に紫外線の影響を大きく与えている他の実験結果
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とも併せて考えると第5図の如くアクメ槌色試験器で減少率が大きいことは繊維の劣化過程とも
何らかの関連があるのではないかと推察される。また一方両面での露光前の試料のSDSが異な
ったために減少率にもちがいが表われることも考えられるがアクメ槌色試験器による露光試料で
のSDS定量限界は露光5時間内のものであった。
3　摩擦試験結果にいて
　摩擦回数が200回という点については問題もあるが少なくともこの条件においては摩擦前後で
試料のSDSに変化が生じなかった。なお今後湿潤布を用いた場合についての検討も必要と考え
られる。
4　肌着着用試験結果について
　5人の被験者の肌着から取りはずした胸部及び背部のアセテートをそれぞれ各部位，被験者ご
とにこの直接溶解法に基づきSDSを測定した。これらの結果について1回目，2回目をあわせ
て第1表に示した。
第1表48時間着用後のSDS吸着量（owf％）ここで原布へのSDS吸着量が1回目と2回
＼〉く磐胸
　　　回数被験者 1
区立口
2
背 区立口
1 2
A …2・匝271匝2・1…6
B …g匝・41匝・21…5
C …41・・　27　11・…；…2・
D ・・　23　1・…1匝・4］　…5
E …81　…5il　・・2・［…9
原布嚇量1…2・1・・　3S　ll…2・h35
第2表48時闇着用後のSDS吸着量の平均値
　　　　　　　　　　　　　　　（owf％）
i・回則2回則平均
原 布 …2・1
・・　35　1
0．28
胸 区立口 …71 …91 0．18
背 区立口 …5」 …gl 0．13
目で異なるのは同一溶液内で処理したものでな
く別々に処理したアセテートであるためと考え
られ意識的に条件変更して処理したものではな
い。2でも述べたがこのようなことからも結果
がどの程度信頼できるかはなお疑問である。し
かし相対的な変化を見ることは可能と考えられ
る。このようなことから第1表をみるに被験者
によってかなり個人差は生ずるようであるが1
回目，2回目を通して胸部と背部のちがいを含
めた着用前後のアセテートのSDS吸着量にお
いて総体的には着用後の吸着量が減少する結果
を示しているといえよう。このようなことから
推察すれば着用によってアセテートに残留吸着
しているSDSが皮膚との接触により減少する
ことになり汗や皮旨に移行吸着したり，あるい
はまた一部は皮フへ移行浸透した結果とも解さ
れるのではないであろうか。また2回目の特に
背部におけるSDSの減少とこれに使用した原
布が1回目のものに比べ吸着量が多かったことから推察すると吸着量の多いものの場合には着用
後のSDSの減少も多くなるもののように考えられた。また繊維に対する汚れの付着量に関して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）個人差，季節，環境などさまざまな影響によって異なるといわれているが花田の研究にも見られ
るように肌着に付着した脂質量が背部で胸部より数倍も多いという結果も報告されている゜この
ようなことを考え合わせてみると油脂量の多い背部のSDS減少率が大きいことはアセテートに
吸着していたSDSが他部位より油脂類にも，より多く移行吸着する結果となり，前述の推察を
裏づけしているといえないであろうか。第2表は被験者5人の胸部，背部のSDS吸着量の平均
値を示したものである。以上のようなことからこの直接溶解法によって相対的な面からではある
が吸着SDSの変化をとらえることができるのではないかと思われた。
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IV　要 約
　アセテートに吸着しているSDSを，アセテートをエチルメチルケトンに溶解させSDSを水
で抽出し，Epton法により定量し，この方法を利用して一定条件下でSDSを吸着させたアセ
テートについて紫外線，摩擦，着用等によってSDS量の変化をとらえようと試みた。一定量の
エチルメチルケトンに一定量のアセテートを溶解させ，SDSの既知量をこれらの中に分散状態
として投入，一定水量を添加，振とうし，静置後の水層を採り出しSDSを測定した結果，既知
量として投入した値よりかなり低く現われた。しかし投入量を種々変えて，それぞれについて測
定した結果，この投入量と測定値との間に前述のように1：1の対応関係とはならないものの
y・＝ax＋bなる直線関係が成立した。またこのように原点を通らない直線となっているのは低濃
度側ではさらに測定値が小さくなり投入量との間のずれが大きくなることによるものと考えられ
たがこの低濃度側のみによる測定からy＝＝axの比例関係を得た。以上のようなことからアセテ
ートに吸着しているSDSを，アセテートを溶解させる方法により推定できるものと考えた。こ
れらにもとずきSDSの吸着したアセテートの紫外線照射，着用試験などを行なってSDSを定
量した結果からある程度吸着量の変化を知り得るものと思われた。しかし他の文献に見られるよ
りかなりアセテートに対する吸着量が少ないことやデータにバラツキが見られることなどを考え
るとアセテートの溶解にともなうSDSの分離が不充分となり完全に水層へ移行し切れないこと，
抽出回数の不足などとともに前述の測定値と投入量の対応関係が溶解過程を経るために必ずしも
一致しなくなるとも考えられた。今後なおエチルメチルケトンと水との相互溶解性の再検討も含
め追試を行なっていく予定である。
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